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ロ
1
.
与 式 = -～

2
.

与 式 = ⑤× (54 ) +

5
⑤

= - 5 t 58
江
凸

3
. 与 式 = 36 - 9

=恐

4 . 与式 = 7 β -33 *☆⑪==B
= 43
mm

5
. 与式 =

xy × (-186
=
- 3xymm

6
.

与 式 = 14 x - 7 y - x + 5 y
= 13 x - 24
m～



②
1

.

解 の 公式 より

- 9 ±√ 9- 4 × 2× 8
OC =

2 X 2

凹
2

.

AT に対 する 円周角 と

中心角 より

Lx = I LAOC

=±× 232

=11
～

3
.

0
② ① 点 P を 通 り C に 直な

∞Q 線 を 描 く

t ② のと 円 の 交点 のうち PE

習 異 なる 点 を Q とする

X
ナ PQ の 垂直 = 等分線 を

. 描 く

し ③ ①
.
② の 交点 が 円 の 中心

であるる



4
.

ア : y = ⇒ 比例

イ : xy = 50 : . y 50 ⇒ 反比例の
～

ウ ? y = 3 x ⇒ 比例

ェ : y = ( 1 - 0
.

2 ) x = 0
.

8x ⇒ 比例
:

5 . 2 つのさいころを同時に 投けだとき 出 る 目
は

6 × 6 = 36 通
り

～
～

出 た 目 の 積 は 最大で 6 × 6 = 36 なので

考 えられる 10 の 倍数は 10 . 20 . 30 である

( い ) 積 が 10 のとき

( 2 , 5
)
, ( 5

2 ) の 2 通 り

( i ; ) 積 が 20 のとき
4

.

5 )( ( 5
,

4 ) の 2通 り

(iil ) 積 が 30 のとき
( 5

.

6 )
,

( 6
,
5 ) の 2

通

りり
よって

積 が 10 の 倍数 となるのは
2 + 2 + 2 = 6通 り

～

ゆえに 求 める確率 は

号韻追



③
最終得意 を求 める 式 に x = 12 を代入してい)

6 × 12 - 2 × (20 - 12 )

= 172 - 16

= 56 点
m

( に ) 最終得点 を 求 める式 より
6 x - 2 ( 20 - x) = 6 x - 40 + 2x

= 8x - 40

= 8 (x - 5 )

x- 5 は 整数 だから δ ( x - 5 ) は δ の 倍数 である
。

したがって 最終得点 は δ の 倍数 となる

2
.

い )

^
- ;)
丘国のように 点 D を 2 z .

: O PBD と OABC で

PD / AC より 同位角 が等 しいの

cal
∠ BPD = LBAC ー の

B ∠ BDP = LBCA ー②

①
,

② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので OPBD ∞ OABC
対応する辺 の比 は等しいので

BP : BA = PD : AC ⇒
Y π ☆

1 : 2 = PD : 6

⇒ PD = 3

よって DPBC の 面積 は

Ʃ× 8 × 3 = 12cmm



( 2 ) 点 P が 辺 BA 上 にあるとき
。 すなわら O ≡x ≡ (0 のとき

( ) より

x : I 0 = PD : 6 ⇒ (OPD = 6x ⇒ PD =⑤
: ∴ y = 上 x 8 ×

5
x

= 2 x
.

点 P が 辺 A C 上 にあるときすなわち 10 ≡ x ≡16 α とき

10 へ PC = 10 + 6 )- 7x

∞ P = 16 - xr ノ
6 よって

B
8 /

y =±× 8 × ( 16 - x )

= - 4x +64
.

x = (0 のとき O PBC は 最大 で Y =± , 8 × 6 = 24

x= 0 . 16 のとき OPBC は最小で Y = .

よってグラフはの通 り以下

y=5x ↓
y

=- 4x+64

↓



( 3 )

( i ) O ≤ x ≤ ( 0 α とき

⑤

&

0
Y = 2 x で Y = 20 より

20 = B
2

x

↑ ↑
: x =5 × 2 O

Y= x y = - 4x + 64

=弩
m

( : ; ) 1 θ ≡ x ≡ 16 α とき

Y = - 4 x + 64 で
,
Y = 20 より

20 = - 4 x + 64
.

4 x = 44 ⇒x = 11
～～

よ。 て x= 5 " ～
～

④
() 階級 の 幅 : 1 いいの 区間 のこと

よって 表 しの 階級 の 幅 は 5 回
～

( 2 )

5 ～ 10 の 相対度数ア

デ ー タの : t

デ ー タ ∞ :
) デ ー タの ) デ

ー

タ ②②



イ ( □ ～ 15 の 相対度数
デ ー タの B = 0 .1875

ー タ ② : 五 = 0 . 1006
) デ ー タのデ ー タ②7

ウ 15 ～20 の 相対度数の
デ ー タの : 岩 = 6

.

375

デ ー タ ② : 5 = 0
.

416 .
) デ ー タの ( デ ー タ②

エ
,

20 ～ 25 の 相対度数
デ ー タの B

=0 . 1875 ) デー タのフデ ー タ②

デ
ー

タ ② : ②= 0 ,1000 …

オ 25 ～ 30 の 相対度数の9
デ ー タの 0

=0 . 125 ) デ ー タの [デ ー タの

デ ー タ ② :

②= 0 . 1666 …

カ 30 ～ 35 の 相対度数の
デ ー タの =

1出 = 0
.

0 256

) デ ー タの < デ ー タ②

デ ー タ ② 1 = 0 . 083 …

よって
,
ウ

,
オカ
～



2
.

しい

ー中央値 19 回

ん

1 中 23 回

1

デ ー タの : 19 回
デ

ー タ ② : 23 回 ～
～～

( に ) 2 ) の 箱 ひげ 国 の 箱 の 横 の 長 さはほぼ同 じで
4 組 のデ ー タ ② の 箱 の 方 が

、
4組 のデ ー タの α箱

より 右 にあるから
,
4 組 の

- タ ②デは 4
組

のデ ータの①

より 記録 が伸びてる
。

⑤
い )

左国 のグラっより

x
= 6 α とき

Y = す × 62

Y の変域
= 12

t……0 は よて Y の 変域 は

リ O ≡ Y ≤ 12
mm

3 ぐ
x の 変域



(2 ) 点 は Y = ま x 上 にあり x = なので☆ー 3

Y = ☆ × [- 3 )
s

= 3 : A - 3
.

3 )
～～

点 は Y = $ x ± にあり x =なので9

Y = B . .4927 9
. 271c

直線 AC の 式 を Y = ax tb とおくと次関数 では

傾 き = 変化 の 割合 なので
。 C ( 9

,
27 )人

Y の 増加量
a =

x の 増 加量 24

27 - 3 ^

AC 3
,

3 )
12

ゝ

=

9 - ( - 3 )

=浩 = 2

ょ , て ,
Y = 2x tb で A (- 3

.

3 ) を 通 るので

3 = 2 × (- 3 ) tb ⇒ b = 9

∴ .y = 2x + 9
～～

(ろ ) 点 B を 通 り x軸 と 平行 な 線 を
( 9, 27 )

引 き 直線 AC との 交点 を D とする
.

OABC = OABD TODBC
.

15

(3
,
12

) 、 点 D は Y = 2xt 9 上 にあり y = 12
(

」
(

6 , i 2)
… なので
"産 12 = 2 xt 9 ⇒ x =②\ 9

( - 3 ,
3 ) 2



よって

OABC = I ×② 15 tI × I × 9

=±× 2x 115 + 9 )

9
=

4 × 24

= 5～
2

.

( い )

DABE と O ECF において

仮定 より

LABE = LECF ー

三角形 の 内角 の 和 は 180
” だから

∠ BAE + LAEB + 90 = 1800

: ∠BAE = 90- LAEB -②

点 B
.

E
.

C は 1 つの 直線上 に

あるから

LCEF + LAEB + 90: 1800

∴ ∠ CEF = 90
-

LAEB ー③

②, . ③ より

∠ BAE =LCEF
- ④

①
.

④ より 2組 の 角 がそれぞれ等しから

LABECSO ECF(証明終 わり
)



( 2 )

LBAE =

. LBEA = X と
G 書 くこととする

。
⇒ ∞ t × = 9000

X

) " \
L FEC = 1800 - 90- ×

= 90- *

3 ⇒ L FE C = ∞

Q

く
∠ CFE = 1800 - 900 - *し X

X

= 900 一

13
√
ペ ⇒ LCFE =×

∠ GFD = 1800 - 90 - ×

= 90- *

⇒ L GFD = ∞

∠ D GF = 1800 - 90- m

= 90
-

*

⇒ L DGF = 楽

よって 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので

LABE ∞ O FDG ⑦
作定 より

AB = BC : ∴ BC = 3cm

BE = 2 cm

よ
。 て E C = 1 cm

( い ) より OABE ∞ O ECF なので 対応 する 辺 の 比 は
culs

寺 しから

AB : EC = BE : CF



3 : 1 = 2 : CF

: 3 CF = 2 ⇒ CF = cm
～

仮定 より
AB = CD : CD = 3 cm

よて

FD = 3 - 2
=等 =z

⑦ より OABE ∞ OFDG

0

G
なので 対応 する 辺の 比 は

) , 等 しから 、

3 I. IP :FD = B
: → を

: ∴ 3 DG 4
*

DG =$
4

mm

仮定 より AB = DA : DA = 3 cm

よって

AG = 3 -= 児9

したがって AG : GD = 3 4 =134



回
OEPQ で 三平方 の 定理
より

^
9π.

PQ =Nで世
2

.

三角錐 AEPQ の 体積 は

!
19～ a

上 × 9 × 9 ×6
α高 さ

× \ = 81 m～

三角錐 AEPQ ∞ 三角錐 RFPS

であり
、

相似比 は

9 : 3 = 3 : 1 ー③

立体 な 国形 の 体積比 は
、

9
へ

相似比 の 3 乗 に 等 しので
^

三角錐 AEPQ : 三角錐 RFPS = 33 : 13



∴ 27 × 三角錐 RFPS = 81 × 1

: ∴ 三角錐 RFPS - =3

3 .難問
A

R T

p S U
Q

各辺 の 長 さを 求 める

APED で 三平方 の 定理 り
二

AP =√6+ … AE = 6 cm
,
PE = 9cm

=√117
= 3√Bcm
～

0

～Λ
,

左右対称 な 因形 より

AQ = 3Bcmmmmm
1 よ

pQ = 93 cm
～

o
-

》( .^ .
③～

2
.

アの 相似比 より

RP : AP = 1 : 3

→
AP = Bcm～
～



RS : AQ = 1 に

3
⇒ RS = Bcm
～

pS : PQ = 1 : 3

→
PS = 3 Ʃcmm
～

A

3B
ーへ

B

R

" a。s
,

){
⇒

段違
7

P\誓 Q

OAPQ で , Aから PQ に 垂線 を 下 ろした 足 を Vとする

OAPQ は AP = AQ の =等辺 三角形 なので

PV = VQ ⇒ PV =皇 cm

よって □ APV で 三平方 の 定理 より

AV = √ 3)ー ( 9隻 )
:

= √ " 7 - 81

=√⑪子

近=



A 同様 に O RPS で R から PS

に 垂線 を 下 ろした 足 を W とする

ORPS は RP = RS の = 等辺R

問一原
T

三 角形 なので
ノ

P SUW興 Q PW = WS ⇒ PW =翌
よって ORPW で 三平方 の 定理 より

PW = V)-望
=13-

器 ORPS ≡ 0 TUQ

メ * 左右対称 なので

⇒ 2 つの 三 角形 の 面積 は

等 しい
、

P Q09
:
ノ

よって

五角形 ARSUT = OAPQ -

O RPS - OTUQ

÷ I 's Ʃ' 整 き ×3☆×-
上

NoApas
～

us



=-一 Ʃ
4

、
4

. 難問

0 X

⑦
と

⇒ …
…

…

…
…

…

… …
…

…
…

…

…命
Z

ヒ

AC の 中 点をメ

BX A の 真 下 で R
.

T と 同 じ。

0
Y

。 高 さを Y
…

…
…

…

… C の 真下 で R
. T と 同 じ。

……

…
…

…
…

…
…

蛮
Z 高 さを Z

とする



OXRT CAY
,
CZ は 平行 であるから

等積 変形 により

点 A → 点 Y
点 C → 点 Z

に 移 す 。 これにより 立体 ACRT と 立体 × YRET

の 体積 は 等 しい 。

立体 × YRET の 体積 = 6 × 6 × 4 × 五
48=

cm

3

よって 求 める 体積 は 48 m～


